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(百万円未満切捨て)
1. 平成21年３月期第１四半期の業績（平成20年４月１日～平成20年６月30日）

　(1) 経営成績
(％表示は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期第１四半期 383 － △83 ─ △119 ─ △79 ─

20年３月期第１四半期 338 － △75 ─ △68 ─ △68 ─

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

21年３月期第１四半期 △7,022 36 ─ ─

20年３月期第１四半期 △8,496 69 ─ ─
(注１)当四半期（21年３月期第１四半期）は、「四半期決算短信」の適用初年度にあたるため対前年同期増減率は記載して
おりません。
(注２）当社は従来、連結会社でしたが、期中において重要な子会社の譲渡を行い、連結決算の対象から除外しました。こ
れにより当事業年度より当社決算は単体のみの決算（非連結）になります。

　(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年３月期第１四半期 1,965 964 48.0 61,013 36

　  20年３月期 1,237 466 36.9 56,519 40
(参考) 自己資本 21年３月期第１四半期 943百万円 20年３月期 456百万円

2. 配当の状況

１株当たり配当金

(基準日) 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年３月期 － － － － － － － － － －

21年３月期 － －
 

21年３月期(予想) 0 00 － － 0 00
(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 ： 無

3. 平成21年３月期の業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、第２四半期累計期間は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期累計期間 954 4.2 △95 － △192 － △152 － △13,468 77

通     期 2,328 32.7 △32 － △128 － △88 － △7,823 07
(注１)  業績予想数値の当四半期における修正の有無 ：有(注２）

(注２） 新株予約権の行使が行われ発行済株式総数が増加したため平成20年５月20日付でお知らせいたしました１株当

たり当期純利益を変更しております。

4. その他

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用             :有
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(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための
基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

　① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

　② ①以外の変更 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）
　①期末発行済株式数(自己株式を含む)21年３月期第１四半期 15,468株  20年３月期          8,087株
　②期末自己株式数 21年３月期第１四半期     ─株  20年３月期             ─株
　③期中平均株式数（四半期累計期間）21年３月期第１四半期 11,287株  20年３月期第１四半期8,087株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（1）上記に記載しました予想数値は、現時点での入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に

　 不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合が
　 あります。
　（2）当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に
　 関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務
　 諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。
　（3）当社は前事業年度まで当社子会社の株式会社クリエーティブソリューションズを連結決算の対象として
　 おりましたが、平成20年５月16日付において当社が保有しておりました同社株式を譲渡したため、当事
　 業年度より同社を連結決算の対象から除外しました。従いまして当事業年度より当社決算は当社単体
　 のみの決算（非連結）になります。
　（4）上記の通り、前事業年度までは、連結財務諸表を作成しておりましたが、当事業年度より連結会社
　 から非連結会社になったため上記業績につきましては、前事業年度の非連結の業績との比較になってお
　 ります。　
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㈱フォーバルクリエーティブ(2724)平成21年３月期 第１四半期決算短信

・定性的情報・財務諸表等

1. 経営成績に関する定性的情報
当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、サブプライムローンを発端とした米国金融市場の緊

張、原油価格の高騰の影響による企業収益の減速により景気の不透明感が強まってまいりました 

　当社の属するITセキュリティ業界においては、大手企業や官公庁における情報セキュリティ投資が

引続き堅調に行われると共に、相次ぐ情報漏洩、不正アクセスの増加により、中堅企業においても情

報セキュリティに対する関心は引き続き高く、需要は増加傾向にはありますが、その一方で商品やサ

ービス、企業間の競争は益々激化してきており、売上や利益確保が一段と厳しくなってきている状況

にもあります。当社は、このような厳しい環境のもと、新経営体制を構築し、既存のセキュリティ商

品の販売に加えて、新しいソリューション、サービス開発にも積極的に取り組み、収益力の回復に努

めてまいりました。 

　このような、新たなる営業活動を展開し受注の確保に努めた結果、当第１四半期会計期間の業績

は、売上高383百万円（前年同期比13.5％増）、営業損失83百万円（前年同期は75百万円の営業損

失）、経常損失119百万円（前年同期は68百万円の経常損失）、四半期純損失79百万円（前年同期は68

百万円の四半期純損失）となりました。 

2. 財政状態に関する定性的情報
①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

流動資産は、前事業年度末に比べて811百万円増加し、1,890百万円となりました。これは、主として現金及

び預金が42百万円、受取手形及び売掛金が122百万円、短期貸付金が423百万円、前渡金が210百万円、商品が80

百万円増加したことによります。

　固定資産は、前事業年度末に比べて83百万円減少し、75百万円となりました。これは、主として子会社株式

の売却により投資その他の資産が80百万円減少したことによります。

　この結果、総資産は、前事業年度末に比べて728百万円増加し、1,965百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前事業年度末に比べて229百万円増加し、987百万円となりました。これは、主として支払手形

及び買掛金が34百万円、前受金が126百万円、未払金が59百万円それぞれ増加したことによります。

　固定負債は前事業年度に比べてほぼ同額の12百万円となりました。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて230百万円増加し、1,000百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前事業年度に比べて498百万円増加し、964百万円となりました。これは主として、新株予約

権の行使により資本金が282百万円、資本剰余金が282百万円増加したことなどによります。

② キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、272百万円となり前会

計年度末に比べ43百万円増加となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期会計期間において営業活動の結果使用した資金は、△257百万円となりました。これは主に税引

前四半期純損失の計上及び前渡金の増加によるものであります。
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㈱フォーバルクリエーティブ(2724)平成21年３月期 第１四半期決算短信

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期会計期間において投資活動の結果使用した資金は、△275百万円となりました。これは主に、貸

付金の増加によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー計算書）

当第１四半期会計期間において財務活動の結果獲得した資金は575百万円となりました。これは主に新株発行

等によるものであります。

3. 業績予想に関する定性的情報
金融商品取引法に基づくディスクロージャー制度の改正に伴う当社業績への影響が見通し難い状況ではあり

ますが、他の要因による業績の変動も現時点では想定できないことから、平成20年５月20日発表の通期の業績

予想に変更はありません。

　今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。
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㈱フォーバルクリエーティブ(2724)平成21年３月期 第１四半期決算短信

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動）
　連結除外：株式会社クリエーティブソリューションズ

　前期末において当社の連結子会社であった株式会社クリエーティブソリューションズは、平成20年5月

　16日付で売却譲渡いたしました。

(2）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

①棚卸資産の評価方法 

　当第１四半期会計期間末の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前会計年度末の実地棚卸高を基礎

　 として合理的な方法により算定する方法によっております。

②固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法

　 によっております

③法人税等の計上基準

　法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算定項目や税額控除項目を重要なものに限定する

　 方法をとっております。

(3) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
①当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関

　 する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸

　 表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。

②棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）

　 を当第１四半期会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価

　 切下げの方法）に変更しております。

　 これによる損益に与える影響はありません。
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㈱フォーバルクリエーティブ(2724)平成21年３月期 第１四半期決算短信

5. 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末

(平成20年６月30日)

前事業年度末に係る

要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 272,647 229,801

受取手形及び売掛金 341,120 218,439

有価証券 － 0

商品 618,109 537,384

貯蔵品 545 662

短期貸付金 423,210 －

前渡金 210,000 －

その他 24,690 92,086

流動資産合計 1,890,322 1,078,374

固定資産

有形固定資産 44,836 46,116

無形固定資産 8,489 9,702

投資その他の資産 21,760 102,881

固定資産合計 75,086 158,700

資産合計 1,965,409 1,237,075

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 106,566 72,477

前受金 766,241 640,207

未払法人税等 839 421

未払消費税等 6,028 －

未払金 95,057 35,455

その他 12,742 9,571

流動負債合計 987,474 758,131

固定負債

引当金 12,983 12,181

固定負債合計 12,983 12,181

負債合計 1,000,458 770,313

純資産の部

株主資本

資本金 727,308 444,336

資本剰余金 419,608 136,636

利益剰余金 △203,161 △123,900

株主資本合計 943,754 457,072

新株予約権 21,196 9,689

純資産合計 964,951 466,761

負債純資産合計 1,965,409 1,237,075
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㈱フォーバルクリエーティブ(2724)平成21年３月期 第１四半期決算短信

(2) 【四半期損益計算書】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間

(自 平成20年４月１日

 至 平成20年６月30日)

売上高 383,834

売上原価 310,219

売上総利益 73,614

販売費及び一般管理費 157,122

営業損失（△） △83,508

営業外収益

受取利息 768

雑収入 2,361

営業外収益合計 3,129

営業外費用

為替差損 4,283

株式交付費 33,786

雑損失 574

営業外費用合計 38,645

経常損失（△） △119,023

特別利益

子会社株式売却益 40,000

特別利益合計 40,000

税引前四半期純損失（△） △79,023

法人税、住民税及び事業税 237

法人税等合計 237

四半期純損失（△） △79,261
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㈱フォーバルクリエーティブ(2724)平成21年３月期 第１四半期決算短信

(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間

(自 平成20年４月１日

 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △79,023

減価償却費 5,983

子会社株式売却損益（△は益） △40,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 802

受取利息及び受取配当金 768

長期前払費用の増減額（△は増加） 1,120

売上債権の増減額（△は増加） △119,767

たな卸資産の増減額（△は増加） △80,608

前受金の増減額（△は減少） 126,033

前渡金の増減額（△は増加） △210,000

未払金の増減額（△は減少） 61,854

未収消費税等の増減額（△は増加） 20,868

仕入債務の増減額（△は減少） 34,088

その他 20,304

小計 △257,574

営業活動によるキャッシュ・フロー △257,574

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,490

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ

る収入
120,000

貸付けによる支出 △423,210

差入保証金の回収による収入 31,200

投資活動によるキャッシュ・フロー △275,500

財務活動によるキャッシュ・フロー

新株予約権の行使による株式の発行による収入 575,921

財務活動によるキャッシュ・フロー 575,921

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 42,845

現金及び現金同等物の期首残高 229,801

現金及び現金同等物の四半期末残高 272,647
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㈱フォーバルクリエーティブ(2724)平成21年３月期 第１四半期決算短信

当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表等規

則」に従い四半期財務諸表を作成しております。

(4) 継続企業の前提に関する注記

当第1四半期会計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年６月30日)

　当社は、営業損失の計上及び営業キャッシュ・フローのマイナス状況が平成15年3月期以降連続しており

ます。当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。 

　当社は、当該状況を改善し、早急に営業損益の黒字化を実現するために、以下の施策を講じて実行してまい

ります。 

（１）経営陣の強化 

　平成20年3月にＴＳＵＺＵＫＩ新生ファンド株式会社によって実行されたＴＯＢにより、主たる株主構成が

異動いたしました。それを受けて、平成20年６月25日に開催された定時株主総会において、当社の経営力の強

化を図るために、新経営陣の強化を図りました。

（２）資金調達 

　平成20年４月25日に行使価額総額15億円の新株予約権を発行しております。また、平成20年５月16日付で子

会社株式を１億２千万円で売却しております。 

　新株予約権の権利行使により調達される資金は、当面の必要運転資金及び後述する新規事業立ち上げ資金に

充当する計画でございます。平成20年８月12日現在での調達状況については、新株予約権の一部行使により７

億９千万円の払い込みがなされており、今後も新株予約権の行使がされた場合、資本が増強される予定です。

 

（３）新経営計画の推進 

　当社は、新経営陣のもと、新しく経営計画を作成し推進していくことといたします。 

①経営効率化の維持 

　当社は、経営効率化を図る一環として平成20年2月に本社事務所を移転いたしました。併せて、諸経費の見

直しを行い、コストのスリム化を実行してまいる所存です。また、一方で、必要な人材強化も図り、効率のよ

い経営体質へと改善を図っていく所存です。 

②既存営業力の強化 

　豊富な人脈を有する新経営陣を迎えることにより、金融機関、外食会社、通信会社等との新規取引・提携を

交渉しており、取引先の拡大を目指しております。また、商品ラインアップにつきましても、海外有力商品の

取り込みを図ることで売上の拡大を図ることといたします。 

③新規事業の立ち上げ 

　上述した資金調達により、新たなるシナジーを発揮できるような新規事業の立ち上げを行ってまいる所存で

す。具体的な投資については、鋭意検討中ですが、今後市場の拡大が期待できる通信業界に対する付加価値の

高い事業を検討しております。その推進に関しては、可能な限りリスクを排除するために慎重な事前調査等を

行い遂行する所存でございます。 

　従いまして、四半期財務諸表は継続企業を前提に作成されており、上述のような重要な疑義の影響を四半期

財務諸表に反映しておりません。
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(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（単位：千円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計
 前期末残高 444,336 136,636 △ 123,900 457,072

 当第１四半期末までの変動額 ─ ─ ─ ─

　 剰余金の配当 ─ ─ ─ ─

　 四半期純利益 ─ ─ △ 79,261 △ 79,261

   その他※ 282,971 282,971 ─ 565,943

 当第１四半期末までの変動額合計 282,971 282,971 △ 79,261 486,681

 当第１四半期末残高 727,308 419,608 △ 203,161 943,754

※当第１四半期に新株予約権の行使が行われ、株主資本が合計で565,943千円増加いたしました。
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「参考資料」

(要約）前四半期損益計算書

前第１四半期会計期間

(自 平成19年４月１日

　至 平成19年６月30日)

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)

Ⅰ 売上高 338,005 100.0

Ⅱ 売上原価 290,535 85.9

　 売上総利益 47,469 14.0

Ⅲ 販売費及び一般管理費 122,848 36.3

　 営業損失 75,378 △22.3

Ⅳ 営業外収益 9,668 2.8

Ⅴ 営業外費用 2,864 0.8

　 経常損失 68,573 △20.2

Ⅵ 特別損失 － －

　 税引前四半期純損失 68,573 △20.2

　 法人税、住民税

　 及び事業税
139 0.0

　 法人税等調整額 － －

　 四半期純損失 68,712 △20.3
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